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主な今寺徴

(1)ファインピッチBSスクリーンの

採用

(2)S-XGA(画素数■:1.280×1,024)

吉精細表示

(3)コンパーゼンス調整不要

(4)高輝度･高コントラスト

(画面ははめ込み合成〉

i主:暗譜説明

BS(B-ackStrjpe),S-XGA(SuperExtendedGraphicsArray)

70型高精細液晶リアプロジェクタ"+C70-1111R”

S-XGA(画素数:】′280×l′024)13型単板式液晶パネルを搭載し,メンテナンスが容易で,さらに独自の高効率

光学系によって高輝度･高コントラスト表示を可能とした高精細液晶リアプロジェクタを実現した｡

映像ソースとしてのパソコンやエンジニアリングワー

クステーションの発展に伴って,大型･高精細ディスプ

レイの利用範囲がますます広がっている｡

現在,大型･高精細ディスプレイはCRT方式が主流で

あるが,監視･制御分野では,系統図,地凶情報,通信

回線監視情報などの同一画面を長時間にわたって表示す

ることから,CRT管面に表示映像の跡が残る焼きつき現

象が課題になっている｡このため,同定両面表示の多い

監視･制御分野では,CRTに代わる,焼きつきの発生し

ない大画面表示ディスプレイヘの要求が高まってきた｡

このニーズにこたえて,憤理的に焼きつきが発生しな

い表示ディスプレイとして,液晶を投写部に採用した70

型高精細液晶リアプロジェクタ``LC70-1111R''を製品化

Lた｡LC70-1111Rでは,13型単板式液晶パネルを手采用

し,メンテナンス調整時間を短縮した｡また,単板式液

晶パネルでは,赤色,緑色,青色のすべての画素が1枚

のパネルに集積しているため,独自の高効率光学系を開

発して,高輝度,高コントラストな表示を実現した｡
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1.はじめに

監視･制御システムでは,電光掲示板などの固定表示

板に代わり,コンピュータ処理された情報をそのまま投

写形プロジェクタで表示するシステムが主流になってい

る｡情報表示に投写形ディスプレイを使用することで,

通常時には固定画面の情報を表示し,緊急時には表示画

面の切換ができる可変表示板は,情報表示画面の変更で

も,コンピュータのソフトウェアを変更するだけで対応

が可能という利点がある3)｡

現在,投写形プロジェクタの方式としては,高精細で

高画質表示が可能なCRT方式が主に使用されてい

る1)･2)｡しかし監視･制御分野では,系統図や地図情報な

どの固定画面を長時間にわたって表示するため,CRT方

式の最大の弱点である焼きつきが課題になっている｡こ

のため,CRT方式に代わる,焼きつきの発生しない新し

い表示デバイスヘの要求が高まっている｡

CRTに代わる表示デバイスとして,液晶がディスプレ

イに採用されるようになった｡その理由は,(1)原理的に

焼きつきが発生しない,(2)坤磁気の影響や回路の経時変

化によるコンパーゼンスずれが発生しない,(3)高精細化

が進み,監視･制御分野で使われているワークステーシ

ョンの画素数(1,280×1,024)の表示が可能な液晶パネル

が使われるようになったからである｡

このようなニーズと技術動向に合わせて,投写部に液

晶パネルを採用した,監視･制御分野に最適な70型高精

細リアプロジェクタを開発した｡

ここでは,今回製品化した70型高精細液晶リアプロジェ

クタ"LC70-1111R''の特徴と開発技術について述べる｡

2.+C70-1111Rの概要

2.1製品の特徴

70型高精細液晶リアプロジェクタ"LC70-1111R”の主

な仕様を表1に,外観と外形寸法を図1にそれぞれ示す｡

LC70-1111Rの主な特徴について以下に述べる｡

(1)ファインピッチBSスクリーンの採用

BSのピッチを0.52mmと微細化した｡さらに,液晶パ

ネルの画素とBSのピッチの干渉によるモアレ(干渉じ

ま)をなくサモアレ制御部品の開発により,外光に強く,

高コントラストで高画質の表示を実現した｡

(2)S-ⅩGA(画素数:1,280×1,024)高精細表示

アモルファスシリコン13型単板式1,280×1,024ドット

の液晶パネルを採用した｡これにより,監視･制御分野
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表lJC70-1111Rの主な仕様

独自の高効率光学系の開発で500cd/m2を実現している｡

項 目 仕 様

型 式 しC了0-1111R

画面サイズ(アスペクト) 70型(5:4)

表示解像度

(画 素 数)

水 平 l′280ドット

垂 直 l,024ドット

光源ランプ 575W メタルハライド

輝度(ノーマリーホワイト)* 500cd/m2

コントラスト比(仝白:全黒) ほ0:l以上

スクリーン* BSスクリーン 0.52mmピッチ

適:視 視 野 角
水 平 1000 p-P

垂 直 300 p-P

走査周波数

(目 安)

水 平 15～85kHz

垂 直 40～柑OHz

ドットクロック 135MHz最大

消費電力 約800W

外形寸法(幅×奥行き×高さ) l′515×870×2′161(mm)

質 量 約240kg

注:略語説明ほか

BS(BlackStripe)

*(後述のスーパーBSスクリーンは,オプションで仕様も異なる｡)

l-1,515一一-1

く凸

N

トト870

白
図1 LC70-‖11Rの外観と外形寸法

70型リア投写用レンズの開発で,奥行き870mmを実現した｡

で使用されている,表示ドット数が1,280×1,024ドット

の高精細なワークステーションの画像データを,圧縮す

ることなく忠実に表示することを可能とした｡

(3)コンパーゼンス調整不要

13型単板式液晶パネルの採用により,面倒なコンパー

ゼンス調整を不要とした｡これにより,ランプや液晶パ

ネルの交換作業での熟練調整技術を不要にし,メンテナ

ンス性を高めた｡

(4)高輝度･高コントラスト

575Wメタルハライド ランプと独自の高効率光学系

を開発し,このクラス最高の輝度500cd/m2,コントラス
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ト比150:1以上を実現した｡

2.2 開発技術

独自の全方位コリメータと偏光変換技術,および大口

径F3.26の投写レンズを開発し,70型スクリーンで輝度

500cd/m2を実現した｡開発した光学システムを図2に

示す｡

光学系は,ランプから照射された全方向に発散する光

を効率よく液晶パネルに照射する照明光学系と,液晶パ

ネル.__卜の映像をスクリーンに拡大投影する投写光学系で

構成している｡照明光学系の外観を図3に示す｡

2.2.1照明光学系の開発技術

(1)全方位角コリメータ

大型液晶パネルを効率よく照明するためには,ランプ

光源からの全方位に発散する光を平行度のよい光源にす

る必要がある｡これは,以下の理由による｡

(a)ランプ光源からの光路長が長いため,平行度が悪い

と発散する光が増加し,液晶に入射する光が減少する｡

(b)後述の,偏光変換の効率を向上するためには,偏光

変換素子に入射する光の平行度をよくする必要がある｡

そこで,独自の全方位角コリメータを開発した｡ラン

プから後方に発散する光は半球ミラーで前方に反射し,

垂直方向収束フレネルレンズで水平方向に発散する光を

収束する｡次に,垂直方向に発散する光を水平方向収束

フレネルレンズで収束する｡このようにして全方位角コ

リメータでは,ランプから全方位に発散する光を平行光

にして,液晶パネルを照明する(図2参月別｡

(2)偏光変換器

液晶パネルでは偏光板を使用しているため,入射光の

全方位角コリメータ

半球ミラー

域ランプ
垂直方向

¥

収束フレネルレンズ

PBS

偏光変換器

‡A板

P偏光

S偏光

水平方向

収束フレネルレンズ

反射ミラー

S偏光

====>

[二===>

反射ミラー

軍萄

偏光変換器

/

反射

ミラー

全方位角コリメータ

図3 照明光学系の外観

全方位角コリメータ,偏光変換器,および反射ミラーの最適配置

により,コンパクトな照明光学系を実現した｡

半分しか利用されない｡そこで,以下に述べる偏光変換

技術を開発し,光の利用率を2倍向上させた｡

光源からの自然光(非偏光)は,P偏光とS偏光の二つの

偏光成分を持っている｡偏光変換器に入射した光は,

PBS(PrismBeamSplitter)でS偏光だけが反射L,P偏

光は透過する｡通過したP偏光は,‡入板を通過すること
によってS偏光に変換される｡S偏光に変換された光は,

反射ミラーで前述のS偏光と同じ方向に反射される｡こ

のようにして,ランプ光源からの光を液晶パネルに有効

な偏光成分にそろえて,光の利用効率を倍化した(図2

参照)｡

2.2.2 投写光学系の新技術

(1)モアレ制御

BSスクリーンは外光反射に強く,明るい室内でも高コ

BSスクリーン

モアレ制御付きフレネルレンズ

投写レンズ

液晶パネル

図2 高輝度光学システム

半球ミラー,ランプ,全方

位角コリメータ,および偏光

変換器で構成した光学系で,

高輝度化を実現した｡
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ントラスト,高画質表示ができることから,CRT方式の

投写形プロジェクタに適している2)｡

しかし,BSスクリーンを液晶方式に採用する場合は,

液晶パネルの画素とBSのピッチの干渉によるモアレ(∴I二

渉じま)が発生するため,液晶方式のプロジェクタにBS

スクリーンを使用することは困難であった｡

このため,独自のモアレ制御光学部品を開発し,これ

に収束フレネルレンズを付けることにより,液晶方式プ

ロジェクタの優れたフォーカス性能の劣化を防いだ

(図2参照)｡

(2)スーパーBSスクリーン

BSのピッチを0.52mmと微細化した｡さらに,これま

ではBSスクリーンのBS部の面積が45%であったもの

を,今回,80%にまで拡大したスーパーBSスクリーンを

開発した(図4参照)｡

スーパーBSスクリーンの開発により,外光反射を従来

比約÷に低減した｡そのため,明るい室内でも従来のス
クリーンでは再現できなかった黒を再現でき,さらに際

立った締まりのある両質を実現した｡

3.おわりに

ここでは,監視･制御分野で)拝められていた,焼きつ

きのない表示板用途の高精細液晶リアプロジェクタ

"LC70,1111R''の特徴について述べた｡

13型単板式液晶パネルの採用により,消耗品であるラ

ンプや披晶パネルの交換に伴う調整作業を不要にし,ユ

ーザー保守を容易にすることができた｡上述の独自の高

効率光学系の開発で,単板式の課題である高輝度,高コ

ントラスト化の難しさを克服し,輝度500cd/m2,コント

ラスト比150:1以上と,このクラスで最高性能の製品を

リリースすることができた｡

今後は,いっそうの技術開発を進め,マルチスクリー

ンディスプレイへの展開を図るとともに,液晶表示デバ

イスの高効率化,1‾曽i輝度化と,光学系の小型化を進めて

いく考えである｡

参考文献

1)M.Ogino:Key Technologies f()r High-Definition

Displays,16thInternationalTelevision Symposium,

Montreux(1989)

2)荻野:CRT式投写形ディスプレイ,光学,25巻,6号,

321～322(平8-2)

3)竹澤,外:監視･制御用痢像プレゼンテーションシステ

ム,H立評論,72,2,139～144(平2-2)

32

レンチキュラー

レンズ

出射光

∠ご:コ入射光
フレネルシート

フロントシート

ブラックストライプ

(a)スーパーBSスクリーンの構成

レンチキュラーレンズ

＼

接着剤

アクリル板

ブラックストライプ
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100%=0.52mm

(b)スーパーBSスクリーンフロントシート断面図

図4 スーパーBSスクリーン

ブラックストライプ部の面積を80%まで拡大し,外光反射による

黒の浮きを従来比約÷に低減した｡
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